


（1ケース）
入 数サイズ 最適削孔径 適応壁厚

(mm) (mm)

Aタイプ Bタイプ

最適削孔径 適応壁厚
(mm) (mm)

( 一 般 )

( ロング )

※独立山タイプはφ100までとなります。





MTJY

本   社
〒573-0102 大阪府枚方市長尾家具町3-4-3
TEL : (072)855-1039（代） FAX : (072)855-1090

https://www.kyowa-r.com
info@kyowa-r.com

東京営業所
〒103-0027 東京都中央区日本橋2-15-3日本橋HYビル4F
TEL : (03)5255-5133 FAX : (03)6673-3505

・差込継手は使用する直前まで袋から取り出さないようにして下さい。
・不等沈下が大きい場所での使用はお控えください。
・管内部に大量に水が浸入している現場での使用はお控えください。
・掘削溝は平滑にならして填圧してください。コンパクターを使用すると能率的です。
・ハンドホール（マンホール）壁面付近の土砂填圧は充分に行ってください。

ハンドホール

ハンドホール

ハンドホール 土砂填圧が不十分×
×石や岩

※ 良質土または砂をご使用ください

※ FEPの下は特に注意して
    充分填圧してください。

※ 土砂の填圧が不十分だとFEPが曲がり、
    管および継手が損傷する恐れがあります。

良質土又は砂を
均一に5 ㎝程度

施工方法は、「公共建築工事標準仕様書 電気設備編 平成28 年度版 2.12.4 項 管路
等の敷設」に記載されている施工方法を推奨しております。（以下、抜粋内容記載）

硬質ビニル管、波付硬質合成樹脂管等の敷設は、良質土又は砂を均一に5 ㎝程度敷
きならした後に敷設し、上部を同質の土又は砂を用いて締固めて下さい。

注意事項

特にハンドホール等壁面近くの土砂の填圧は入念に行い、段差が生じない様
にして下さい。また、石等を含む残土は、管及び継手に損傷を与えますので管
床に使用しないでください。
段積みする場合は、1 段目を砂で埋め戻した後、2 段目を施工して下さい。


